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各種工業施設・装置における流体を輸送する配管系の省
エネルギ技術に注目し, 断面積が急変する配管要素の流
動抵抗を低減することを試みている。従来、このような
要素の配管内壁を流線形にして断面の急変部を緩和した
り、案内羽根を管内に設置して流れの剥離を抑えるなど
の対策が採られるが、本研究では管内壁上への環状ある
いは堰状小物体の設置というより低コストで簡便な独自
の方法の提案する。代表的な管路要素 (急縮小管、急拡
大管、管路入口、合流管、等)に対し適用、約10－
30%の流動損失を低減できることを実験的に確認、提
案する方法の有効性を明かにした。
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